
「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質

岡

邦

俊

一
　
論
究
の
意
図
と
課
題

　
こ
の
小
論
に
於
け
る
中
心
的
課
題
は
、
二
種
深
信
と
云
う
浄
土
教
の
核
心
を
な
す
も
の
と
思
わ
る
る
、
思
恵
信
仰
の
中
に
現
わ
れ

て
い
る
宗
教
の
本
質
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土
教
と
は
「
阿
弥
陀
仏
」
を
信
仰
し
、
こ
の
仏
が
一
切
の
衆
生
、
人
類
を
救
済

し
、
絶
対
最
高
の
浄
福
と
し
て
の
「
さ
と
り
」
を
、
恵
み
与
え
ん
と
の
根
本
的
念
願
と
し
て
の
「
本
願
」
の
具
象
た
る
「
念
仏
」
を

「
信
受
」
し
「
称
名
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
ら
か
に
生
き
、
安
ら
か
に
死
ぬ
こ
と
を
保
証
す
る
宗
教
で
あ
る
。
か
か
る
浄
土
教

の
生
命
は
古
来
よ
り
「
信
心
」
で
あ
り
、
　
「
安
心
」
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
り
、
信
心
や
安
心
に
つ
い
て
の
論
議
、
解
釈
は
ま
こ
と

に
微
に
入
り
細
に
亘
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
宗
学
と
か
宗
乗
と
云
わ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
信
心
、
安
心
に
つ
い
て
の
組
織
的
解
釈
で

あ
り
、
体
系
的
論
議
で
あ
る
。
私
は
こ
の
小
論
に
於
て
は
か
か
る
宗
学
的
乃
至
宗
乗
的
な
論
議
、
解
釈
は
出
来
る
だ
け
さ
け
、
宗
教

一
般
の
本
質
を
学
的
に
究
明
せ
ん
こ
と
を
本
務
と
す
る
《
宗
教
学
的
立
場
か
ら
こ
の
二
種
深
信
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
二
種
深
信
と
云
う
思
恵
信
仰
の
中
に
現
わ
れ
た
、
宗
教
一
般
に
共
通
の
本
質
が
如
何
な
ら
も
の
か
を
論
究
す
る
た
め
に
は
、
事
前
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「
二
種
深
田
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
四

に
「
宗
教
の
本
質
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
私
は
こ
の
小
論
に
於
て
は
、
宗
教
の
本

質
が
何
で
あ
る
か
を
論
究
す
る
こ
と
を
直
接
の
課
題
と
は
し
て
い
な
い
。
今
日
迄
既
に
多
く
の
宗
教
学
者
の
研
究
と
調
査
の
結
果
と

し
て
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
且
つ
多
く
の
支
持
者
を
持
つ
、
幾
つ
か
の
宗
教
の
本
質
概
念
を
、
二
種
深
信
の
思
恵
信
仰
に
摘
要
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
は
宗
教
と
し
て
の
浄
土
教
の
本
質
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
浄
土
教
の
核
心
た

る
二
種
深
信
の
中
に
は
、
宗
教
一
般
に
共
通
す
る
本
質
概
念
が
、
　
か
か
る
形
式
と
内
容
と
を
以
て
表
現
さ
れ
て
い
る
、
　
と
の
「
事

実
」
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
こ
の
小
論
に
於
て
私
が
意
図
し
て
い
る
直
接
の
課
題
で
あ
る
。

二
　
二
種
深
信
の
内
容

　
二
種
深
信
と
云
わ
る
る
も
の
の
内
容
は
、
中
国
に
於
け
る
浄
土
教
の
大
成
者
で
あ
り
、
浄
土
教
の
七
人
の
代
表
者
の
一
人
と
し

て
、
　
「
親
出
聖
人
の
景
仰
措
く
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
善
導
」
　
（
西
紀
六
一
三
－
六
八
一
）
の
著
作
で
あ
る
「
散
真
義
」
中
に
出
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
散
善
南
は
浄
土
教
の
思
想
信
仰
の
根
本
所
依
と
な
っ
て
い
る
、
所
謂
「
浄
土
の
三
部
経
」
中
の
観
無
量
寿
経
に
つ
い

て
の
四
つ
の
註
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
観
無
量
寿
経
に
は
吾
々
が
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
う
く
る
た
め
の
条
件
と
し
て
「
三
心
」
、

即
ち
、
　
「
至
誠
心
」
　
「
深
心
」
　
「
回
向
発
願
心
」
と
云
う
も
の
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
第
二
番
目
の
早
掻
に
つ
い
て
の
善
導
の
解
釈

が
散
善
義
に
説
か
れ
た
二
種
深
信
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
二
種
深
信
の
内
容
は
次
の
交
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
「
二
者
深
心
、
言
＝
深
黒
一
書
、
即
是
深
信
之
心
墨
、
亦
有
二
二
種
一
、
一
個
決
定
、
極
信
下
自
身
現
認
罪
悪
生
死
凡
夫
、
膿
劫
巳
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来
、
常
盤
常
流
転
、
無
吉
有
二
出
離
之
縁
一
、
二
者
決
定
、
深
播
下
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
、
摂
二
受
衆
生
　
、
無
γ
疑
無
4
慮
、
乗
二



　
彼
願
力
一
、
定
得
中
往
生
上
」

　
又
、
同
じ
く
善
導
大
師
の
著
作
で
あ
る
「
往
生
礼
讃
」
に
は
次
の
文
が
記
さ
れ
て
居
る
山

　
「
二
者
深
心
、
即
是
真
実
信
心
、
信
知
自
身
是
具
足
煩
悩
凡
夫
、
善
根
薄
少
流
転
三
界
、
不
出
火
宅
、
今
信
知
弥
陀
本
田
誓
願
及

　
称
名
号
、
下
至
十
声
一
声
等
、
定
得
往
生
乃
至
一
念
、
世
態
疑
心
故
名
二
心
」

　
今
こ
こ
で
は
私
は
主
と
し
て
散
豆
単
に
記
さ
れ
た
る
本
文
を
、
直
接
の
資
料
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
が
、
関
係
資
料
と
し

て
二
、
三
の
も
の
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
種
深
信
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
は
「
選
択
集
」
に
善
導
大
師
の
意
を
解
釈
し
て

次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
「
今
建
立
二
種
信
心
、
決
定
九
品
往
生
者
也
」

更
に
、
存
覚
上
人
は
「
六
要
妙
」
に
こ
れ
を
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
「
言
深
等
者
明
能
信
相
、
亦
有
等
者
顕
所
信
事
、
是
則
理
法
二
種
信
心
」

親
鷺
聖
人
は
こ
の
善
導
大
師
の
「
深
心
」
に
つ
い
て
、
　
「
二
巻
砂
」
下
に
於
て
こ
の
機
法
二
種
の
信
の
相
を
「
今
斯
深
信
者
、
他
力

至
極
之
金
剛
心
、
一
乗
無
上
之
真
実
信
海
也
」
と
述
べ
て
居
る
。

　
以
上
で
「
二
種
深
信
」
と
云
う
標
語
が
如
何
な
る
内
容
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
い
て
成
立
し
た
か
の
事
情
は
理
解
し
得

ら
れ
る
と
思
う
。
而
も
こ
の
忍
法
二
種
の
深
信
は
浄
土
仏
教
に
あ
っ
て
は
、
救
済
の
原
理
と
し
て
の
「
他
力
安
心
」
の
真
相
を
明
示

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
迄
多
く
の
専
門
学
者
に
よ
っ
て
種
々
の
論
議
解
釈
が
な
さ
れ
て
来
た
。

　
私
は
こ
の
二
種
深
戸
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
本
質
を
探
ぐ
る
前
に
、
本
文
解
釈
の
参
考
と
し
て
浄
土
仏
教
思
想
の
根
本
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に
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一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
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性
格
に
つ
い
て
の
要
点
を
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
古
来
浄
土
仏
教
に
対
比
せ
ら
れ
る
他
の
仏
教
を
一
般
に
「
聖
道
門
」
　
「
難
行
道
」
　
「
自
力
門
」
等
と
称
し
、
浄
土
仏
教
は
自
ら
を

「
浄
土
門
」
　
「
易
行
道
」
　
「
他
力
門
」
等
と
称
し
て
居
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
浄
土
仏
教
以
外
の
仏
教
は
聖
道

門
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
聖
者
の
道
で
あ
り
、
学
問
修
行
を
完
全
に
実
践
し
得
る
一
部
限
ら
れ
た
る
人
々
が
求
む
る
仏
道
、
成
仏
の

道
な
の
で
あ
っ
て
、
学
問
修
行
の
不
可
能
な
る
一
般
凡
愚
の
求
む
べ
き
道
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
聖
道
門
は
そ
の
ま
ま
難
行
道
で
あ

り
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
極
わ
め
て
困
難
な
る
道
で
あ
る
。
而
も
か
か
る
困
難
に
し
て
聖
者
の
道
と
云
わ
れ
る
聖
道
門
は
又
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
リ

カ
に
よ
り
、
自
己
の
能
力
の
最
大
限
を
発
揮
し
て
、
つ
い
に
正
覚
の
世
界
に
到
達
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
力
門
と
も
云
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
而
も
、
聖
道
門
、
難
行
道
、
自
力
門
の
仏
教
は
、
自
力
に
よ
っ
て
難
行
苦
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
者
達
は
こ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ミ
ノ
マ
マ
テ
ホ
ト
ケ
ニ
ナ
ル

生
の
申
に
於
て
、
人
間
の
肉
体
を
保
持
し
た
ま
ま
仏
に
な
り
、
正
覚
を
完
成
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
即
　
身
　
成
　
仏
」

　
コ
ノ
ヨ
テ
サ
ト
ル

「
此
土
入
証
」
と
云
う
の
で
あ
る
。
戒
律
、
智
慧
、
禅
定
の
三
三
を
全
う
し
、
き
び
し
い
修
道
工
夫
に
よ
り
、
肉
食
や
妻
帯
の
在
家

生
活
か
ら
出
家
し
て
、
悟
り
や
仏
の
世
界
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
聖
道
門
、
難
行
道
、
自
力
門
に
対
し
て
、
浄
土
門
、
易
行
道
、
他

力
門
の
風
格
は
著
し
く
相
異
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
浄
土
門
は
人
生
、
現
実
の
中
で
の
完
全
な
る
正
覚
、
成
仏
の
実
現
を
不
可

能
と
し
、
死
後
に
浄
土
に
往
生
し
て
究
極
の
悟
り
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
は
自
力
の
難
行
苦
行
に
よ
る
修
道

工
夫
で
は
な
く
て
、
正
覚
、
成
仏
の
理
想
実
現
の
た
め
に
必
要
な
る
一
切
の
条
件
は
、
救
済
者
た
る
阿
弥
陀
仏
の
側
に
於
て
完
成
さ

れ
て
居
り
、
如
何
な
る
罪
悪
深
重
に
し
て
煩
悩
熾
盛
の
凡
愚
も
、
こ
の
仏
の
大
慈
悲
、
本
願
、
念
仏
を
唯
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
み

な
救
わ
れ
、
安
ら
か
に
人
生
を
生
き
、
安
ら
か
に
死
ぬ
こ
と
の
出
来
る
易
行
に
し
て
他
力
の
仏
教
な
の
で
あ
る
。
伺
一
仏
教
の
中
に



か
か
る
全
く
異
色
の
浄
土
仏
教
が
如
何
に
し
て
発
生
し
成
立
し
発
展
し
た
か
、
の
浄
土
仏
教
の
源
流
や
そ
の
歴
史
を
追
求
す
る
こ
と

も
極
わ
め
て
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
而
も
一
見
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
さ
え
思
わ
る
る
他
力
救
済
の
浄

土
仏
教
と
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
本
質
的
相
異
を
検
討
す
る
こ
と
も
極
わ
め
て
重
要
な
る
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
凡
て
割
愛
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
浄
土
仏
教
は
あ
く
ま
で
自
己
の
不
完
全
性
、
罪
悪
深
重
と
煩
悩
熾
盛
と
の
人
間
性
の
根
本
事
実
を

出
発
点
と
も
、
救
済
者
た
る
阿
弥
陀
仏
の
根
本
的
願
い
と
し
て
の
本
願
は
、
如
何
な
る
極
重
の
悪
人
を
も
、
い
っ
か
は
、
必
ず
浄
土

に
迎
え
止
っ
て
仏
に
せ
ず
ぼ
や
ま
じ
と
の
大
意
思
を
信
じ
、
救
済
、
成
仏
の
た
め
に
は
全
く
自
己
の
力
を
必
要
と
せ
ず
、
仏
力
、
本

願
力
、
他
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
、
念
仏
に
生
か
さ
れ
て
安
ら
か
に
生
き
る
正
定
聚
の
生
活
と
、
安
ら
か
に
死
せ
る
後
は
必

ず
浄
土
に
往
生
し
て
仏
に
さ
せ
て
も
ら
う
と
の
、
必
至
滅
度
の
希
望
を
恵
ま
れ
、
安
ら
か
な
現
在
、
輝
く
未
来
を
保
証
さ
れ
る
「
唯

信
独
達
」
　
「
信
心
夏
島
」
の
他
力
救
済
教
で
あ
る
。
従
っ
て
、
浄
土
仏
教
に
あ
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
仏
を
信
じ
、
本
願
を
信
じ
、

救
済
を
信
ず
る
と
云
う
こ
と
が
最
も
大
切
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
も
こ
の
信
は
人
間
の
側
の
意
思
や
工
夫
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
「
自
力
の
信
」
で
は
な
く
て
、
全
く
仏
の
側
よ
り
恵
ま
れ
廻
向
さ
れ
た
る
「
他
力
の
信
」
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
居
る
。
自
力
で

信
ず
る
の
で
な
く
、
仏
力
、
願
力
の
他
力
で
信
ぜ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
信
受
本
願
」
こ
そ
浄
土
仏

教
の
生
命
と
も
云
え
よ
う
。
従
っ
て
、
浄
土
門
を
信
仰
せ
ら
れ
た
先
徳
達
は
、
皆
こ
の
信
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
強
調
し
た
の

で
あ
る
。

　
竜
樹
菩
薩
は
「
易
行
品
」
に
於
て
、
　
「
若
し
人
善
根
を
意
え
、
疑
へ
ば
則
ち
華
開
け
ず
、
信
心
清
浄
な
る
者
は
、
華
開
い
て
仏
を
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ゆ

見
た
て
ま
つ
る
」
と
述
べ
て
居
る
。
又
、
曇
鶯
大
師
は
「
往
生
論
註
」
に
於
て
、
信
心
を
宝
珠
に
例
へ
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
　
　
「
ご
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
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コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
八

「
讐
え
ば
浄
摩
尼
珠
、
之
を
濁
水
に
置
け
ば
水
即
ち
清
浄
な
る
が
如
し
、
若
し
人
無
量
生
死
の
悪
留
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
か
の
阿
弥

陀
如
来
の
至
極
、
無
生
、
清
浄
宝
珠
の
名
号
を
聞
い
て
、
之
を
濁
心
に
投
ず
れ
ば
、
念
々
の
申
に
罪
滅
し
、
心
霊
に
し
て
即
ち
往
生

　
o
o

を
得
」

　
か
く
て
信
心
と
は
「
如
来
に
依
悪
し
、
信
順
し
た
姿
」
で
あ
り
、
　
「
救
済
者
た
る
如
来
に
対
す
る
絶
対
随
順
で
あ
り
、
仏
心
を
全
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な

く
領
納
す
る
こ
こ
ろ
に
外
な
ら
ぬ
。
」
親
鶯
聖
人
は
か
か
る
信
心
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
疑
蓋
無
間
雑
故
是
名
信
楽
」
　
（
信
巻
）

　
「
信
は
う
た
が
う
こ
こ
ろ
な
き
な
り
、
す
な
わ
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
な
り
」
　
（
唯
信
妙
文
意
）

善
導
大
師
の
二
種
の
深
信
も
亦
こ
の
信
の
解
釈
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
而
も
こ
の
信
心
が
他
力
、
仏
力
、
願
力
の
側
よ
と
恵
ま
れ
た
所
謂
「
他
力
の
信
心
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
覚
如
上
人
は
次
の

如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
信
心
を
ま
こ
と
の
心
と
よ
む
う
え
は
、
凡
夫
の
聖
心
に
あ
ら
ず
、
ま
た
く
仏
心
な
り
、
こ
の
仏
心
を
凡
夫
に
さ
づ
け
た
ま
う
と

　
き
、
信
心
と
い
は
る
る
な
り
。
凡
夫
の
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
と
お
ぼ
し
き
は
、
一
念
お
こ
す
に
に
た
れ
ど
も
、
ま
た
く
す
え
と
ほ
ら

　
ず
」
（
最
要
紗
）

か
く
て
、
浄
土
仏
教
に
於
て
信
心
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
の
信
心
の
根
本
性
格
の
概
要
に
つ
い
て
も
述
べ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
に
更
め
て
善
導
大
師
の
信
心
に
つ
い
て
の
解
釈
と
し
て
の
二
種
深
信
の
本
文
に
つ
い
て
論
究
し
て
み
た
い
。



三
　
二
種
深
信
の
文
意
と
解
釈

　
既
に
二
種
深
信
の
原
文
は
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
重
ね
て
そ
の
日
本
髪
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
「
真
心
と
言
う
は
深
く
信
ず
る
の
心
な
り
。
ま
た
二
種
あ
り
、
一
に
は
決
定
し
て
深
く
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
畷

　
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
、
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
。
二
に
は
決
定
し
て
深
く
彼
の
阿
弥
陀
仏
の

　
四
十
八
願
は
、
衆
生
を
摂
受
し
、
疑
い
な
く
慮
な
く
、
か
の
願
力
に
乗
じ
て
、
定
ん
で
往
生
を
得
と
信
ず
。
」

こ
の
よ
う
に
大
師
は
信
心
の
相
を
二
種
と
し
て
解
説
し
た
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
こ
の
二
種
の
信
心
の
相
を
「
機
の
深
信
」
と
「
法
の

深
信
」
と
呼
び
、
「
一
に
は
決
定
し
…
…
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
」
ま
で
を
機
の
深
意
と
云
い
、
「
二
に
は
決
定
し
て
…

…
産
ん
で
往
生
を
得
と
信
ず
」
を
法
の
深
信
と
云
う
の
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
場
合
の
「
機
」
と
は
「
機
根
」
「
器
量
」
の
意
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
又
そ
の
ま
ま
「
人
間
性
」
「
人
間
の
本
質
」
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
法
」
と
は
「
法
体
」
「
真

理
」
を
意
味
し
、
そ
の
ま
ま
「
仏
」
　
「
阿
弥
陀
仏
」
の
「
本
願
力
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
さ
て
、
親
驚
聖
人
が
「
深
信
」
を
以
て
「
他
力
至
極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
」
と
絶
讃
し
た
こ
と
は
、
こ
の
深

田
が
正
し
く
浄
土
仏
教
の
根
本
基
盤
と
も
云
う
べ
き
、
他
力
信
仰
の
真
髄
を
明
示
す
る
が
故
で
あ
ろ
う
。
聖
人
が
「
本
典
」
の
「
信

ふ
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れ

巻
」
に
こ
の
二
種
深
信
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
又
、
法
然
上
人
も
「
撰
択
集
」
の
中
に
こ
の
二
種
深
信

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
理
由
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
も
せ
よ
こ
れ
程
の
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
ま
で
多

く
の
専
門
学
者
が
こ
れ
に
つ
い
て
種
々
論
議
し
解
釈
せ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
か
か
る
専
門
学
者
の
多
く
の
論
議
な
り
解

　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
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コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

釈
は
殆
ん
ど
全
部
が
所
謂
字
句
や
字
義
に
関
す
る
訓
古
註
釈
で
あ
っ
て
、
宗
義
と
し
て
の
弁
護
的
立
場
に
終
止
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。　

仏
教
の
根
本
義
に
照
ら
し
て
二
種
深
信
が
如
何
な
る
意
味
を
持
ち
、
仏
教
の
根
本
思
想
に
撃
て
如
何
な
る
地
位
を
黒
む
る
も
の
で

あ
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
余
り
論
議
も
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
や
広
く
宗
教
一
般
の
立
場
に
慌
て
、
二
種

深
信
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
宗
教
の
本
質
概
念
と
ど
の
よ
う
な
関
連
な
り
共
通
性
を
持
つ
か
を
、
学
的
立
場
か
ら
取
扱
つ
た

も
の
は
極
わ
め
て
す
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
私
が
こ
の
小
論
で
敢
へ
て
試
み
よ
う
と
す
る
こ
の
論
究
は
宗
教
一
般
の
立
場
か
ら
、
そ

し
て
、
宗
教
一
般
に
共
通
の
宗
教
の
本
質
概
念
と
、
二
種
深
信
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
根
本
思
想
と
の
関
連
性

に
つ
い
て
は
又
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
思
う
に
、
善
導
大
師
は
今
よ
り
約
千
三
百
年
前
の
人
で
あ
る
が
、
既
に
大
師
の
こ
の
二
種
深
信
の
思
想
信
仰
の
中
に
は
、
今
日
宗

教
学
界
に
於
て
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
幾
つ
か
の
「
宗
教
本
質
論
」
を
、
僅
か
「
六
十
二
字
」
の
申
に
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
私
は
、
二
種
深
重
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
本
質
を
究
明
す
る
に
当
り
、
先
づ
便
尊
上
で
は
あ
る
が
、
今
日
ま

で
専
門
の
玉
露
の
立
場
な
り
、
仏
教
の
立
場
か
ら
こ
の
二
種
深
藍
が
如
何
に
解
釈
さ
れ
、
取
扱
わ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
二
、
三

の
例
を
こ
こ
に
参
照
し
て
お
き
い
。

　
コ
一
種
深
信
は
、
弘
願
他
力
の
工
法
が
、
私
の
上
に
如
来
の
勅
命
と
な
っ
て
活
現
し
て
下
さ
れ
、
私
は
そ
の
如
来
如
実
の
言
を
聞

信
ず
る
の
が
弘
願
の
深
信
で
あ
っ
て
、
凡
聖
善
悪
、
　
一
味
に
如
来
の
救
い
に
預
る
深
耕
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
ん
為
め
に
、
　
一
つ
の

深
信
を
、
信
機
、
信
法
の
二
種
に
分
ち
、
　
こ
の
二
種
が
、
一
深
信
の
と
こ
ろ
に
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま



㈹
す
。
」

　
「
機
の
深
信
と
は
、
自
身
は
過
去
現
在
未
来
の
三
世
を
通
じ
て
出
離
生
死
の
縁
な
き
露
量
無
間
の
機
で
あ
る
と
信
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
法
の
深
重
と
は
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
必
着
無
間
の
此
の
機
を
間
違
な
く
摂
受
し
て
必
ず
往
生
せ
し
め
給
う
法
で
あ
る
と
信

　
　
　
　
　
　
㈹

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
中
略
）
　
「
此
の
機
織
二
種
の
深
信
は
二
種
と
は
い
う
が
別
体
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
毛
信
の
面
相
を
詳

か
に
し
て
二
種
と
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
二
種
は
一
信
心
の
両
面
に
過
ぎ
ん
、
故
に
信
機
の
ま
ま
が
信
法
で
あ
り
信
法
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

ま
が
信
機
で
あ
る
。
是
れ
を
コ
一
種
一
具
の
信
」
と
い
う
。
」

　
「
二
種
深
信
は
純
他
力
安
心
の
徹
底
味
を
顕
し
た
る
語
な
り
。
　
（
中
略
）
真
宗
の
釈
義
は
聖
人
の
訓
諦
に
基
き
、
法
の
深
信
に
達

せ
ず
し
て
機
の
深
信
あ
る
べ
か
ら
ず
、
機
の
深
信
を
離
れ
て
法
の
魚
信
存
す
べ
か
ら
ず
、
も
し
之
あ
り
と
せ
ば
不
如
実
未
徹
底
の
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

信
に
し
て
弘
願
如
実
の
信
相
に
あ
ら
ず
」

　
「
衆
生
詳
か
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
義
を
予
て
、
而
し
て
深
く
自
身
根
性
の
下
劣
微
弱
に
し
て
、
証
大
歯
石
の
真
因
を
享
徳
す
る

に
適
せ
ざ
る
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
権
能
力
即
他
力
に
於
て
毫
末
も
疑
慮
危
惧
を
懐
か
ず
、
只
管
仏
陀
大
悲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

恩
徳
を
感
荷
し
て
慶
喜
の
想
に
住
す
る
を
、
信
心
の
極
相
と
す
所
謂
二
種
の
深
心
と
は
是
な
り
」

　
以
上
に
於
て
貯
法
二
種
前
信
が
、
専
門
の
古
学
に
於
て
如
何
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
の
大
要
は
明
か
に
さ
れ
た
と
思
ふ
が
、
今
一

つ
現
代
宗
学
の
立
場
か
ら
代
表
的
見
解
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
二
種
深
信
と
は
機
の
深
信
と
法
の
重
信
と
で
あ
っ
て
、
機
の
深
信
と
は
罪
悪
深
重
に
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
自
己
を
信

ず
る
こ
と
で
あ
り
、
法
の
深
信
と
は
こ
の
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
衆
生
を
救
い
給
う
弥
陀
の
本
願
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
「
二
種
回
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

二
種
深
信
は
、
助
か
ら
ぬ
自
己
で
あ
る
と
信
ず
る
信
心
と
、
そ
の
助
か
ら
ぬ
自
己
を
怪
く
る
本
願
で
あ
る
と
信
ず
る
信
心
と
の
二
心

が
別
々
に
あ
っ
て
、
前
後
し
て
起
る
信
心
で
も
な
く
、
二
心
が
同
時
に
並
び
起
る
信
心
で
も
な
い
。
二
種
の
深
信
は
一
個
の
信
心
で

あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
開
い
て
見
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
古
来
「
二
種
一
具
」
の
信
心
と
い
う
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
深

信
と
い
う
の
は
、
到
底
助
か
る
見
込
の
な
い
罪
悪
深
重
の
私
を
助
け
た
ま
う
如
来
の
本
願
で
あ
る
と
深
く
信
ず
る
よ
り
外
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

こ
の
二
種
深
信
が
義
な
き
を
義
と
す
と
い
う
信
心
の
信
じ
ぶ
り
な
の
で
あ
る
。
」

　
次
に
私
は
、
宗
学
者
の
立
場
を
は
な
れ
て
な
さ
れ
た
、
若
干
の
二
種
深
信
に
関
す
る
解
釈
な
り
理
解
の
仕
方
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
。　

「
二
種
深
信
と
は
、
煩
悩
具
足
の
者
が
弥
陀
願
力
に
乗
じ
て
往
生
を
得
る
、
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
我
等
の
体
は
い
つ
ど
こ
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

が
め
て
も
煩
悩
具
足
で
あ
る
。
煩
悩
具
足
の
故
に
堕
つ
べ
か
り
し
身
が
他
力
故
に
助
か
る
の
で
あ
る
。
」
（
中
略
）
「
深
信
が
な
い
と
云

う
こ
と
は
、
煩
悩
具
足
す
と
云
う
こ
と
も
仏
力
不
思
議
が
こ
れ
を
助
け
る
と
云
う
こ
と
も
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
信
心
淳

け
れ
ば
淳
い
ほ
ど
わ
が
身
の
煩
悩
熾
盛
に
心
づ
く
筈
で
あ
る
。
」

　
「
か
く
て
信
と
は
、
行
に
お
け
る
虚
仮
と
真
実
と
の
絶
対
矛
盾
的
媒
介
者
、
ゆ
る
ぎ
な
き
平
安
と
休
み
な
き
餓
悔
と
を
繋
ぐ
紐
、

　
　
　
　
　
　
　
㈱

唯
一
つ
の
紐
で
あ
る
。
」

　
「
仏
教
の
本
義
か
ら
云
っ
て
悟
る
こ
と
が
正
統
的
で
あ
る
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
。
然
し
又
、
こ
の
世
に
於
て
悟
り
き
れ
な
い
も

の
は
ど
う
す
る
か
と
云
う
問
題
も
決
し
て
派
生
的
乃
至
第
二
義
的
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
必
然
に
往
生
の
問
題
が
現
わ

れ
る
。
我
々
は
ど
こ
に
託
て
も
自
由
で
は
な
い
。
眼
に
ふ
れ
耳
に
ふ
れ
る
凡
ゆ
る
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
る
。
我
々
は
悟
り
た
い
の
で



あ
る
が
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
仏
教
で
あ
る
以
上
不
自
由
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮
の
手
し
て

虚
仮
の
衣
を
洗
う
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
一
つ
の
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
機
の
真
実
）
併
し
仏
教
は
こ
こ
で
行

止
ま
り
で
あ
ろ
う
か
。
で
き
な
い
か
ら
す
る
、
と
云
う
も
う
一
つ
の
真
実
を
我
々
は
知
っ
て
い
る
。
（
法
の
真
実
）
親
と
子
と
云
う
存

在
の
仕
方
は
こ
の
時
鳥
も
は
っ
き
り
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
単
に
親
が
子
の
代
り
を
す
る
と
か
、
単
に
仏
が
衆
生
を
救
う
と
か
云
う

言
葉
さ
え
い
さ
さ
か
不
正
確
な
所
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
親
が
親
で
あ
ろ
う
と
し
子
が
子
で
あ
ろ
う
と
す
る
所
に
最
も
素
直
な
社
会
が

成
立
す
る
如
く
、
仏
が
ど
こ
ま
で
も
仏
で
あ
ろ
う
と
し
衆
生
が
ど
こ
ま
で
も
衆
生
で
あ
ろ
う
と
す
る
時
最
も
純
粋
な
救
済
が
あ
る
。

往
生
が
あ
る
。
こ
の
消
息
を
表
わ
す
営
め
に
先
哲
は
機
法
一
体
と
云
う
。
機
法
別
体
で
も
機
法
合
体
で
も
な
い
。
」

　
「
こ
の
深
信
が
宗
教
的
決
断
（
の
現
在
）
で
あ
る
こ
と
は
、
…
…
」

　
田
辺
元
博
士
は
「
餓
壱
越
と
し
て
の
哲
学
」
の
中
で
、
第
七
章
の
三
心
釈
を
中
心
と
す
る
論
説
に
於
て
、
善
導
大
師
の
二
種
深
信

と
親
鷺
聖
人
独
自
の
解
釈
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
主
張
の
要
点
だ
け
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
田
辺
博
士
は
先
ず
、
深
信
を
含
む
三
智
の
根
本
性
格
を
論
じ
て
、
　
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
浬
藥
の
分
を
得
し
め
る
浄
土
信
仰
の
核

心
が
そ
こ
に
開
示
せ
ら
れ
、
而
も
過
現
未
の
三
相
に
亘
る
信
意
識
の
超
越
的
、
構
造
が
顕
わ
な
ら
し
め
ら
れ
て
居
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

　
更
に
、
虚
心
と
餓
悔
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
「
餓
悔
を
通
じ
て
本
願
は
衆
生
の
意
識
に
内
在
的
と
な
り
、
之
を
転
換
し
て
絶
対
還

相
の
媒
介
と
す
る
こ
と
に
に
よ
り
救
済
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
三
連
は
戯
悔
意
識
の
媒
介
的
構
造
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
博

士
に
よ
れ
ば
「
而
も
三
心
釈
の
問
題
は
、
西
洋
に
於
て
ア
ウ
ギ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
端
を
発
し
今
日
の
実
存
哲
学
に
於
て
発
展
の
頂
上
に

　
　
　
　
「
二
種
深
信
」
に
表
現
き
れ
た
宗
教
の
本
質
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コ
一
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深
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」
に
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れ
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宗
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本
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達
し
た
観
の
あ
る
、
時
間
の
現
象
学
的
自
覚
存
在
論
構
造
分
析
に
対
当
し
つ
つ
、
更
に
一
層
深
き
弁
証
法
的
事
態
に
触
れ
る
点
に
於

て
、
哲
学
的
に
そ
れ
自
体
独
立
し
た
重
要
性
を
保
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
、
三
心
の
弁
証
法
的
性
格
に
つ
い
て
も
論
及
し

て
い
る
。
で
は
博
士
は
三
型
の
総
括
的
論
究
に
ふ
れ
た
後
、
深
濠
に
つ
い
て
如
何
に
論
述
し
、
又
こ
れ
を
解
釈
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

か
。
博
士
は
、
二
心
の
中
に
あ
っ
て
深
心
が
「
，
そ
の
統
一
的
中
心
に
な
る
」
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
い
よ
い
よ
二
種
単
信
に
直
接
言

及
し
て
次
の
如
く
論
じ
て
居
る
。

　
「
而
も
そ
の
統
一
作
用
が
、
欲
心
の
自
己
否
定
的
な
る
機
の
深
信
と
、
そ
の
絶
対
的
肯
定
的
な
る
法
の
幣
信
と
の
、
い
わ
ゆ
る
二

種
深
信
の
交
互
媒
介
牲
に
成
立
す
る
こ
と
今
見
た
如
く
な
る
は
、
更
に
進
ん
で
深
信
そ
の
も
の
の
否
定
的
弁
証
法
的
内
部
構
造
を
示

す
も
の
と
し
て
、
重
要
視
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
急
心
の
相
互
間
に
三
個
の
矛
盾
が
存
し
、
而
し
て
そ
れ
が
弁
証
法
的
に
媒
介

せ
ら
れ
る
の
は
、
深
心
の
統
一
に
依
る
こ
と
は
上
に
見
た
如
く
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
統
一
の
中
心
た
る
妬
心
そ
の
も
の
が
更
に
二

種
深
信
の
対
立
を
含
み
、
そ
の
両
者
を
夫
々
に
立
て
れ
ば
無
媒
介
に
な
り
、
却
て
そ
れ
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
を
理
解
し
學
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
実
は
罪
悪
深
重
に
し
て
出
離
男
縁
無
き
を
自
覚
す
る
機
の
深
信
が
、
大
悲
本
願
の
法
の
隠
男
に

促
さ
れ
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
の
深
信
は
機
の
深
信
と
相
即
す
る
の
で
な
け
れ
ば
深
信
と
は
な
ら
ぬ
、
其
由

は
餓
悔
の
転
換
が
媒
介
す
る
の
で
あ
っ
て
、
男
面
の
二
種
が
動
的
弁
証
法
的
統
一
を
形
造
る
の
は
、
正
に
餓
悔
の
裏
附
け
に
依
る
の

で
あ
る
。
餓
悔
に
よ
っ
て
二
種
深
信
は
統
一
せ
な
れ
て
始
め
て
真
に
弁
証
法
的
な
る
も
の
と
な
る
。
」

　
か
く
て
、
田
辺
博
士
は
三
富
が
餓
悔
に
よ
っ
て
平
心
に
弁
証
法
的
に
統
一
せ
ら
れ
る
こ
と
、
更
に
、
深
慮
の
内
容
た
る
良
法
二
種

の
書
信
は
餓
悔
に
よ
っ
て
交
互
媒
介
的
、
弁
証
法
的
な
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
明
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
而
も
、
博
士
は
「
善
導
の



三
心
身
が
浄
土
教
の
歴
史
に
於
て
劃
期
的
意
義
を
有
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
　
「
盛
行
信
証
全
六
巻
の
最
重
点
と
い
う
べ
き
も
の
が
信

望
の
翻
心
釈
に
存
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
深
青
、
二
種
深
信
の
重
要
性
も
亦
自
ら
明
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
種
深
信
の
解
釈
に
つ
い
て
宗
学
の
立
場
を
は
な
れ
、
宗
教
学
的
研
究
の
態
度
で
こ
れ
を
解
釈
し
た
人
と
し
て
、
私
は
野
々
村
直

太
郎
氏
の
所
説
の
要
点
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
野
々
村
氏
の
三
部
作
と
も
云
う
べ
き
著
書
の
殆
ん
ど
全
部
は
、
善
導
大
師
の
二
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
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深
信
の
解
釈
で
あ
り
、
氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
浄
土
教
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
本
質
た
る
「
不
思
議
」
　
「
反
論
理
性
」
　
「
矛

盾
律
の
破
壊
」
と
云
う
概
念
を
明
に
し
ょ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
尚
こ
こ
で
は
氏
の
「
浄
土
教
批
判
」
を
資
料
と
し
て
と
り
あ

げ
る
こ
と
に
す
る
。
氏
は
先
ず
深
信
の
内
容
で
あ
る
機
軸
二
種
の
解
説
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
決
定
し
て
深
く
信
ず
と
は
、
云
う
迄
も
な
く
不
動
の
決
心
た
る
を
意
味
す
る
に
相
違
な
い
。
こ
の
不
動
の
決
心
に
二
様
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
自
分
は
罪
業
深
重
に
し
て
と
て
も
と
て
も
浮
び
出
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
機
の
愚
心
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
二
つ
は
、
自
分
は
阿
弥
陀
如
来
の
願
力
に
乗
じ
て
必
ず
浮
び
出
で
ら
る
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
法
の
深

心
と
名
づ
け
ら
れ
て
居
る
。
」

　
氏
は
こ
れ
に
続
け
て
、
深
心
の
不
思
議
性
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
浮
ば
れ
ぬ
身
な
る
と
同
時
に
浮
ば
る
る
身
で
あ
る
。
是
れ
が
要
す
る
に
浄
土
教
の
信
仰
た
る
深
心
の
面
目
に
外
な
ら
ぬ
。
今

こ
の
機
法
二
種
の
深
心
な
る
も
の
を
取
り
て
虚
心
に
之
を
対
照
す
る
に
、
そ
も
そ
も
弥
陀
如
来
の
本
願
は
何
と
い
う
不
思
議
の
消
息

を
曝
露
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
浮
び
得
べ
き
も
の
を
浮
か
ば
し
む
る
な
ら
ば
、
其
間
に
固
よ
り
何
の
不
思
議
も
な
い
。
浮
び
得
ざ
る

も
の
を
浮
ば
し
む
る
が
故
に
不
思
議
と
せ
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
五
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更
に
、
氏
は
こ
の
不
思
議
の
信
仰
こ
そ
最
も
至
要
な
る
宗
教
的
意
義
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
吾
人
は
決
し
て
自
己
が
罪
業
深
重
に
し
て
浮
び
出
つ
る
の
期
な
き
や
否
や
に
目
を
着
け
る
の
で
は
な
い
。
又
決
し
て
自
己
が
阿

弥
陀
如
来
に
救
わ
れ
て
必
ず
浮
び
得
る
や
否
や
に
目
を
着
け
る
の
で
も
な
い
。
す
べ
て
是
等
は
宗
教
的
に
は
全
く
何
等
の
意
味
も
な

き
無
用
の
閑
葛
藤
で
あ
る
。
こ
の
際
た
だ
宗
教
的
に
意
義
あ
る
唯
一
至
要
の
着
眼
と
い
う
は
、
い
か
な
れ
ば
罪
業
深
重
に
し
て
決
定

的
に
浮
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
身
が
同
時
に
如
来
の
願
力
に
乗
じ
て
決
定
的
に
浮
ぶ
べ
き
身
で
あ
り
得
る
か
の
不
審
に
気
付
く
こ
と
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
之
を
約
言
す
れ
ば
、
如
何
な
れ
ば
浮
か
ば
れ
ぬ
身
の
当
体
の
ま
ま
が
全
く
重
れ
浮
ぶ
身
で
あ
る
か
の
不
審
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

に
吾
人
は
そ
の
着
眼
点
を
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
」
「
然
し
な
が
ら
、
浮
ぶ
此
身
と
浮
か
ば
ぬ
此
身
と
が
一
身
同
時
の
沙
汰
な

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
あ
る
に
至
り
て
は
、
た
と
い
吾
身
の
の
罪
業
を
深
刻
に
感
じ
、
如
来
の
存
在
を
熱
烈
に
仰
ぐ
程
の
も
の
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

と
て
、
ど
う
し
て
何
等
の
矛
盾
も
な
し
に
恥
く
の
如
く
思
い
計
ら
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
」

　
私
は
以
上
に
於
て
種
々
の
立
場
か
ら
、
浄
土
仏
教
に
於
け
る
思
想
信
仰
の
中
心
を
な
す
と
思
わ
る
る
善
導
大
師
の
二
種
深
信
の
内

容
、
意
義
、
解
釈
等
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
二
種
深
化
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
重
要
性
を
持
つ

か
は
明
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。

四
　
二
種
深
信
に
現
わ
れ
た
宗
教
の
本
質

　
私
は
い
よ
い
よ
こ
こ
で
二
種
深
信
の
思
想
、
信
仰
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
本
質
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
同

上
の
処
置
と
し
て
必
然
的
に
一
応
私
は
宗
教
の
本
質
と
は
何
で
あ
る
か
を
規
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
今
こ
こ
で
宗
教



の
本
質
論
を
詳
細
に
取
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
上
宗
教
の
本
質
論
と
し
て
学
界
に
於
て
多
く
の
支
持
を
得
て
居

り
、
或
は
宗
教
の
本
質
を
琿
解
す
る
た
め
に
、
適
当
な
学
説
な
り
見
解
と
思
わ
る
る
若
干
の
主
張
と
関
連
さ
せ
て
、
私
の
意
図
す
る

こ
の
課
題
に
答
え
て
み
た
い
。

　
　
ω
　
マ
レ
ッ
ト
の
宗
教
論
と
二
種
深
信

　
　
　
　
　
一
神
聖
と
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ
シ
ス

　
マ
レ
ッ
ト
は
宗
教
の
発
生
が
人
聞
の
経
験
す
る
「
危
　
機
」
と
密
接
に
関
係
す
る
点
を
力
説
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
未
開
人
は
安
全
と
云
う
も
の
を
殆
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。
常
に
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
飢
餓
、
疾
病
、
戦
争
は
危
機
の
実

例
で
あ
る
。
生
も
死
も
危
機
で
あ
る
。
結
婚
も
一
般
に
は
危
機
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
成
人
の
世
界
へ
初
め
て
入
る
と
せ
ら
れ
て
い

　
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ヨ
ン

る
入
　
団
　
式
も
亦
危
機
で
あ
る
。
で
は
心
理
的
に
観
て
危
機
と
は
果
し
て
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
危
機
と
は
人
間
が
分

別
に
あ
ま
っ
た
状
態
で
あ
る
。
あ
り
ふ
れ
た
も
の
や
、
予
期
し
た
も
の
の
代
わ
り
に
異
常
な
、
そ
し
て
予
期
せ
ざ
る
も
の
が
突
発
す

る
こ
と
で
あ
る
。
吾
々
は
未
知
の
世
界
の
た
だ
中
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
未
知
の
世
界
に
あ
っ
て
、
吾
々

の
生
活
は
何
ら
か
の
信
頼
に
足
る
も
の
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
極
わ
め
て
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
。
故
に
心
理
学
的
に
観
た
場
合
の

　
　
　
ハ
な
う
キ

宗
教
の
機
能
は
、
人
間
が
危
機
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
人
間
の
希
求
す
る
信
頼
物
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
人

間
は
危
機
を
求
め
て
は
い
な
い
。
出
来
る
だ
け
危
機
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
。
併
し
、
悲
し
い
こ
と
に
は
危
機
は
人
間

を
求
め
て
い
る
。
か
か
る
場
合
心
の
弱
き
者
は
そ
れ
に
服
従
し
、
心
の
強
き
者
は
そ
れ
に
直
面
す
る
。
宗
教
は
未
知
者
と
の
直
面
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

あ
る
。
宗
教
は
そ
の
直
面
に
於
て
人
間
に
福
祉
を
も
た
ら
す
勇
気
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
コ
一
種
目
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
八

　
二
種
深
信
に
於
け
る
機
の
深
信
こ
そ
は
、
正
し
く
マ
レ
ッ
ト
の
主
張
す
る
危
機
の
自
覚
で
あ
り
危
機
へ
の
直
面
で
あ
る
。
永
劫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

過
去
世
か
ら
今
日
ま
で
、
生
死
流
転
の
苦
界
に
沈
没
し
て
、
そ
れ
か
ら
出
る
こ
と
も
離
れ
る
こ
と
も
不
可
能
な
、
現
実
の
私
は
罪
悪

生
死
の
凡
夫
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
と
死
と
を
せ
負
う
た
、
私
の
現
実
存
在
が
危
機
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
実
存

在
に
於
け
る
私
の
危
機
感
こ
そ
、
必
然
に
法
の
深
信
と
し
て
の
如
来
の
本
願
力
と
し
て
の
無
条
件
救
済
を
、
絶
対
の
信
頼
物
と
し
て

私
は
求
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
罪
と
死
、
永
劫
流
転
の
危
機
に
直
面
す
る
た
め
の
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
こ
そ
、
願

力
へ
の
乗
托
で
あ
り
、
疑
も
思
慮
も
な
く
絶
対
随
順
の
法
の
七
厘
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
機
と
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
何
れ
が
「
前

後
」
す
る
か
、
両
者
は
「
別
々
」
か
「
一
具
」
か
、
或
は
「
矛
盾
」
か
「
統
合
」
か
等
の
論
議
は
、
二
種
深
信
の
宗
教
的
本
質
と
し

て
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
。
宗
教
の
本
質
と
し
て
の
二
種
直
属
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
絶
対
の
危
機
感
と
し
て
の
罪
と

死
、
生
死
流
転
の
現
実
存
在
と
し
て
の
私
と
、
こ
の
私
が
絶
対
に
信
頼
し
得
る
如
来
の
願
力
の
現
実
存
在
と
云
う
、
二
つ
の
根
本
事

実
、
否
、
根
本
経
験
で
あ
ろ
う
。
膿
劫
流
転
、
常
没
の
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
無
帽
出
離
相
縁
な
る
私
の
現
実
存
在
に
於
け
る
危
機
こ

そ
、
絶
対
の
信
頼
者
と
し
て
私
に
安
ら
か
に
生
き
、
安
ら
か
に
死
す
こ
と
の
出
来
る
勇
気
を
与
え
る
、
如
来
の
願
力
の
不
思
議
の
聖

化
、
調
和
、
そ
れ
が
二
種
深
信
の
宗
教
性
で
あ
ろ
う
。

　
　
ω
　
ム
ー
ア
の
宗
教
論
と
二
種
深
信

　
　
　
　
　
　
　
「
力
」
の
宗
教
－

　
宗
教
は
一
つ
の
要
求
と
憧
憬
と
の
綜
合
で
あ
り
、
特
に
そ
の
要
求
な
り
憧
憬
と
は
、
生
命
、
も
っ
と
多
く
の
生
命
、
も
っ
と
充
実

し
た
、
も
っ
と
豊
富
な
、
我
々
を
も
つ
と
満
足
さ
せ
る
生
命
欲
で
あ
り
、
こ
の
謂
は
ば
生
命
価
値
実
現
の
た
め
に
、
人
間
は
「
力
」



の
信
仰
を
持
つ
に
到
る
、
こ
れ
が
宗
教
で
あ
る
α
で
は
ム
ー
ア
は
こ
の
力
に
つ
い
て
如
何
に
述
べ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
α
彼
は
宗
教

現
象
一
般
に
共
通
す
る
「
力
」
の
特
質
を
次
の
如
く
論
じ
て
い
る
。

　
「
人
受
は
こ
の
世
に
は
薫
る
力
が
存
在
し
て
居
て
一
そ
の
力
を
如
何
に
観
念
し
よ
う
と
も
一
芸
の
力
が
人
間
に
裁
っ
て
な
す
行
動

の
如
何
に
よ
っ
て
、
彼
の
安
寧
幸
福
が
種
々
と
定
め
ら
れ
る
と
信
ず
る
。
人
間
は
か
か
る
力
が
人
間
自
身
と
同
じ
動
機
に
よ
っ
て
活

動
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
力
は
人
間
に
不
可
解
な
も
の
と
は
信
じ
な
い
。
人
間
は
何
等
か
の
手
段
を
以
て
か
か
る

力
に
作
用
を
及
ぼ
し
て
、
か
か
る
力
が
己
に
害
を
し
な
い
様
に
、
或
は
又
己
が
役
に
立
た
し
め
る
様
に
し
向
け
得
る
と
信
ず
る
。
而

し
て
最
後
に
、
人
間
は
以
上
の
信
仰
を
以
て
行
為
す
る
。
」

　
人
間
が
か
か
る
力
の
信
仰
を
以
て
生
活
す
る
こ
と
が
宗
教
生
活
の
特
質
で
あ
り
、
又
宗
教
の
本
質
で
も
あ
る
。
力
の
名
称
、
内
容

は
そ
の
民
族
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
よ
う
な
力
の
信
仰
な
し
に
は
宗
教
は
存
在
し
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
法
の
消
信
に
於
け
る
「
願
力
」
こ
そ
は
、
浄
土
教
信
仰
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
力
の
信
仰
と
云

え
る
で
あ
ろ
う
。
ム
ー
ア
は
か
か
る
力
の
信
仰
を
一
見
し
て
全
く
持
た
ざ
る
が
如
く
思
わ
る
る
、
原
始
仏
教
に
あ
っ
て
さ
え
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
力
が
た
だ
人
間
の
中
に
宿
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
仏
教
一
般
の
宗
教
性
を
主
張
し
た
点
も
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
デ
ユ
ル
ケ
イ
ム
の
宗
教
論
と
二
種
深
信

　
　
　
　
　
一
神
聖
と
宗
教
－

　
氏
の
宗
教
論
の
要
点
は
次
の
主
張
に
よ
っ
て
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
宗
教
現
象
は
信
念
と
行
事
と
の
二
つ
の
根
本
的
要
素
を
有
し
て
居
る
。
前
者
は
意
見
の
状
態
で
あ
り
そ
れ
は
又
集
合
表
象
を
以

　
　
　
　
「
二
種
甲
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
○

て
構
成
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
一
定
の
行
為
の
様
式
で
あ
る
」

　
特
に
デ
ユ
ル
ケ
イ
ム
は
宗
教
的
信
念
の
特
質
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
「
宗
教
的
信
念
は
、
そ
れ
が
簡
単
で
あ
る
と
複
雑
で
あ
る
と
に
拘
は
ら
ず
、
一
つ
の
共
通
的
性
質
を
有
し
て
居
る
、
即
ち
、
事
物

に
つ
い
て
の
一
つ
の
分
類
、
例
え
ば
現
実
的
な
る
も
の
と
理
想
的
な
る
も
の
の
如
き
で
あ
る
。
か
か
る
事
物
の
分
類
、
即
ち
相
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
・
フ
ア
ー
ス
サ
ー
ク
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

す
る
二
つ
の
種
類
を
一
般
的
に
云
う
な
ら
ば
、
凡
　
俗
と
神
聖
と
を
分
つ
こ
と
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
に
氏
の
主
張
す
る
所
謂
「
神
聖
観
念
論
」
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
而
も
氏
の
主
張
す
る
神
聖
な
る
も
の
と
は
、

必
ず
し
も
人
格
的
な
神
と
か
精
霊
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
岩
、
樹
木
、
泉
、
小
石
、
木
片
、
家
屋
等
も
み
な
神
聖
な
る
も
の
で
あ
り
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に

得
る
。
仏
教
の
宗
教
性
を
氏
は
仏
教
の
説
く
四
諦
八
聖
道
の
神
聖
に
よ
っ
て
主
張
し
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
こ
の

神
聖
論
に
つ
い
重
ね
て
次
の
如
く
も
述
べ
て
居
る
。

　
「
事
物
に
つ
い
て
は
常
に
二
つ
の
対
立
せ
る
世
界
が
あ
る
。
一
つ
は
神
聖
な
る
世
界
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
凡
俗
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
正
し
く
宗
教
的
思
想
乃
至
宗
教
的
信
仰
の
特
性
で
あ
る
」

　
今
こ
れ
ら
の
主
張
と
機
法
二
種
深
信
と
を
対
比
す
る
な
ら
ば
、
機
の
興
信
と
し
て
の
常
没
流
転
の
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
無
有
出
離

之
縁
と
し
て
の
人
間
の
実
存
は
全
く
「
凡
俗
」
の
世
界
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
凡
夫
を
そ
の
ま
ま
往
生
せ
し
む
る
阿
弥
陀

仏
と
そ
の
願
力
と
は
「
神
聖
」
な
る
世
界
に
属
す
る
も
の
で
て
ろ
う
。
か
く
て
機
法
二
種
の
深
信
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
、
　
「
凡
俗
と

神
聖
」
と
の
対
立
す
る
神
聖
観
念
論
の
一
典
型
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
又
、
こ
こ
に
こ
そ
浄
土
仏
教
の
宗
教
性
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
本
質
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。



　
　
④
　
ぜ
ー
ム
ス
の
宗
教
論
と
二
種
深
信

　
　
　
　
　
－
宗
教
は
不
安
と
そ
の
解
決
i

　
米
国
の
宗
教
心
理
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゼ
ー
ム
ス
は
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
な
し
て
居
る
。
先
ず
氏
は
宗

教
の
定
義
を
述
べ
て
、
　
「
宗
教
と
は
孤
独
な
る
個
々
人
が
、
神
的
な
る
も
の
と
一
そ
れ
を
如
何
様
に
考
え
て
居
よ
う
と
も
1
関
係
し

て
居
る
と
自
ら
考
え
て
居
る
場
合
の
感
情
、
行
為
及
び
経
験
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
パ
イ
ン

　
即
ち
、
氏
は
宗
教
の
特
性
を
何
ら
か
の
意
味
で
、
神
的
な
る
も
の
と
人
間
が
間
駕
す
る
こ
と
で
あ
る
点
を
主
張
し
て
い
る
。
而

も
か
か
る
宗
教
の
本
質
的
機
能
に
つ
い
て
、
氏
は
又
次
の
如
き
重
要
な
る
主
張
を
な
し
て
い
る
。
即
ち
凡
て
の
宗
教
に
対
す
る
共
通

の
要
望
に
つ
い
て
二
種
を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
e
は
「
不
安
」
で
あ
り
、
口
は
「
そ
の
解
決
」
で
あ
る
。
ゼ
ー
ム
ス
は
こ
の
二
つ
の

宗
教
え
の
要
望
、
宗
教
の
本
質
的
機
能
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
如
き
説
明
を
加
え
て
居
る
。

　
「
不
安
と
は
吾
々
が
現
実
態
の
ま
ま
で
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
不
正
が
あ
る
と
云
う
感
覚
で
あ
り
、
又
そ
の
解
決
と
は
、
よ
り
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

き
力
と
適
当
な
る
結
合
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
不
正
か
ら
救
い
出
さ
れ
る
と
云
う
感
覚
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
り
高
き
力
と
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國

合
感
は
、
　
「
彼
自
身
の
よ
り
低
き
全
存
在
が
、
こ
な
ご
な
に
な
る
ま
で
難
破
し
た
時
に
、
乗
船
し
て
自
身
を
救
う
」
と
云
う
形
式
を

と
る
の
で
あ
る
。
尚
、
氏
に
よ
れ
ば
、
不
正
と
は
多
分
に
「
道
徳
的
性
格
の
も
の
」
で
あ
る
が
、
広
く
人
生
に
於
け
る
心
的
「
不
安
」

「
絶
望
」
　
「
頼
り
な
さ
」
　
「
有
限
性
」
等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
不
安
の
解
決
と
し
て
人
間

が
そ
れ
と
結
合
せ
ん
と
す
る
、
よ
り
高
き
力
と
は
、
多
分
に
「
神
秘
的
色
彩
を
と
る
」
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
又
人
間
の
世
界
に

対
し
て
は
「
彼
岸
の
世
界
に
あ
る
無
限
の
存
在
で
あ
り
力
で
も
あ
る
」
と
云
え
よ
う
。
か
く
て
、
二
丁
ム
ス
の
宗
教
観
は
既
に
述
べ

　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

た
如
く
に
、
人
間
が
自
ら
の
無
力
さ
、
不
安
、
孤
独
を
意
識
し
、
そ
れ
か
ら
救
わ
れ
ん
と
し
て
よ
り
高
き
存
在
と
感
応
し
結
合
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
タ
ル
リ
ァ
ク
シ
ヨ
ン

と
す
る
人
生
へ
の
「
全
的
反
応
」
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

　
か
か
る
宗
教
観
と
書
法
二
種
与
信
と
を
対
比
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
も
驚
く
べ
き
一
致
点
を
吾
々
は
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
機
の

深
信
は
ゼ
ー
ム
ス
の
云
う
「
不
安
」
　
「
不
正
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
あ
り
、
法
の
深
重
は
そ
の
ま
ま
ゼ
ー
ム
ス
が
不
安

の
解
決
と
し
て
主
張
し
た
よ
り
高
き
力
の
内
容
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
殊
に
現
実
の
自
己
が
こ
な
ご
な
に
、
こ

っ
ぱ
み
じ
ん
に
難
破
し
、
破
滅
し
た
時
に
乗
船
し
て
救
わ
れ
る
、
と
云
う
表
現
は
全
く
仏
教
的
表
現
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ら

う
。
そ
れ
こ
そ
「
車
船
に
乗
じ
て
救
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
無
限
の
過
去
か
ら
現
在
ま
で
生
死
の
迷
海
に
流
転
し

て
、
暗
黒
と
苦
悩
と
罪
悪
の
世
界
か
ら
出
る
こ
と
も
離
れ
る
こ
と
も
出
来
な
い
現
実
の
「
機
的
自
己
」
と
は
、
ゼ
ー
ム
ス
の
主
張
す

る
宗
教
の
二
つ
の
機
能
な
り
本
質
の
第
一
と
し
て
の
、
　
「
不
安
」
　
「
不
正
」
に
該
当
す
る
も
の
だ
あ
る
。
而
も
か
か
る
絶
対
に
浮
ば

れ
ぬ
、
助
か
る
こ
と
の
な
き
現
実
の
自
己
が
、
絶
望
し
、
こ
な
ご
な
に
ま
で
難
船
し
破
滅
し
た
時
、
よ
り
高
き
力
と
結
合
し
て
、
不

安
と
不
正
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
の
「
法
的
自
己
」
は
、
ゼ
！
ム
ス
の
主
張
し
た
第
二
の
「
解
決
」
と
し
て
全
く
同
一
内
容
の
も
の
と

云
え
よ
う
。

　
　
㈲
　
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
論
と
二
種
深
信

　
　
　
　
　
一
宗
教
の
本
質
は
非
合
理
一

　
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
論
と
二
種
深
信
と
は
如
何
に
対
比
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
先
ず
氏
の
宗
教
論

の
中
心
を
な
す
「
非
合
理
性
」
に
つ
い
て
、
彼
自
身
の
主
張
を
聞
い
て
み
た
い
。
彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
宗
教



哲
学
に
於
け
る
神
観
念
は
、
全
く
合
理
主
義
の
立
場
に
あ
る
も
の
で
、
常
に
理
性
、
概
念
、
智
識
、
乃
至
思
惟
等
の
形
式
を
以
て
宗

教
を
取
扱
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
オ
ッ
ト
ー
は
、
神
聖
と
呼
ば
れ
る
非
合
理
的
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
神
観
念
、
そ
し
て
広
く
宗
教
一
般
の
本
質
を

究
明
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
で
氏
の
宗
教
論
の
中
心
で
あ
る
、
神
聖
、
そ
し
て
非
合
理
に
つ
い
て
そ
の
要
点
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

「
神
聖
一
聖
な
る
も
の
は
宗
教
の
領
域
に
特
有
な
る
評
価
と
解
釈
と
の
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
」

　
而
も
氏
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
神
聖
と
は
単
一
内
容
の
も
の
で
は
く
て
、
む
し
ろ
諸
々
の
要
素
よ
り
成
る
複
合
内
容
の
も
の
で
あ

る
。
　
そ
の
内
容
の
主
要
な
る
も
の
は
第
一
に
は
「
ヌ
ー
メ
ン
」
又
は
「
ヌ
ミ
ナ
ス
」
な
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
は
「
戦
沸
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

秘
義
」
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
第
一
の
ヌ
ー
メ
ン
又
は
ヌ
ミ
ナ
ス
の
中
に
は
「
被
造
物
感
」
が
強
く
働
い
て
居
り
、

「
そ
れ
は
、
自
分
は
造
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
の
被
造
物
よ
り
も
は
る
か
超
越
せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
対
照
し
て
、
自
ら
は

無
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
卑
下
せ
る
、
そ
し
て
威
圧
せ
ら
れ
た
る
感
情
で
あ
る
。
」
神
聖
の
内
容
と
し
て
重
要
な
戦
署
す
べ
き
秘
義
に

つ
い
て
、
氏
は
先
ず
秘
義
を
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
「
秘
義
と
は
、
概
念
や
理
解
を
超
越
し
て
秘
め
ら
れ
た
る
、
そ
し
て
世
の
常
の
も
の
で
は
な
く
、
人
に
慣
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」

「
戦
懐
と
は
、
元
々
は
粗
朴
に
し
て
野
性
的
な
も
の
な
の
で
あ
り
、
又
原
始
的
表
現
で
も
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
次
第
に
発
展
し
て
光

輝
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
叉
そ
れ
は
、
被
造
物
が
神
の
前
に
あ
っ
て
は
、
静
粛
に
し
て
ふ
る
い
藻
き
、
無
言
の
謙
虚
を
ま
も
る
す
が

　
　
　
　
㈲

た
で
も
あ
る
」
。
オ
ッ
ト
ー
は
進
ん
で
「
砲
戦
」
要
素
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
　
e
畏
怖
、
口
尊
厳
、
日
力
あ
る
も

　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
コ
一
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

の
。
こ
れ
に
対
し
て
氏
は
「
秘
義
」
の
要
素
と
し
て
次
の
二
つ
を
挙
げ
て
居
る
。
e
全
く
他
な
る
も
の
、
口
魅
惑
す
る
も
の
。

　
以
上
に
よ
っ
て
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
論
の
要
点
を
紹
介
し
た
が
、
彼
の
表
現
は
特
異
で
は
あ
る
が
、
極
わ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ

り
、
仏
教
思
想
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
を
多
分
に
持
っ
て
は
い
る
。
併
し
、
そ
の
特
異
の
表
現
を
通
お
し
て
、
宗
教
一
般
の
本
質
な

り
特
性
は
充
分
に
理
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
非
合
理
な
る
神
聖
は
、
あ
く
ま
で
も
概
念
や
理
性
的
理
解
、
論
理
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
モ
ノ
ヲ
コ
ェ
ル
　
笛

を
超
え
た
、
そ
れ
ら
の
手
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
、
世
常
の
も
の
で
は
な
い
、
全
く
経
典
の
示
す
如
く
「
発
出
常
倫
」

の
世
界
こ
そ
宗
教
の
本
質
で
あ
り
、
宗
教
独
自
の
領
域
で
あ
る
。
論
理
、
理
性
、
理
解
、
理
屈
、
理
論
等
の
理
を
超
へ
た
、
理
性
の

限
界
外
に
属
す
る
も
の
こ
そ
宗
教
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
　
「
非
合
理
」
と
「
反
合
理
」
と
の
根
本
的
相
異

で
あ
る
。
反
合
理
と
は
合
理
に
反
し
、
理
性
に
反
し
、
理
屈
に
合
わ
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
非
合
理
と
は
理
性
や
論
理
の
手
の
届
か

ぬ
、
理
性
や
論
理
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
、
理
性
の
限
界
外
で
あ
る
。
理
性
や
論
理
は
万
能
で
は
な
く
、
妊
る
地
点
ま
で

行
く
と
必
ず
「
壁
」
に
ぶ
ち
当
る
も
の
で
あ
る
。
叉
、
人
間
生
活
は
極
わ
め
て
複
雑
で
あ
り
、
理
性
や
論
理
を
以
て
し
て
は
、
到
底

人
間
の
情
意
を
満
足
せ
し
め
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
理
性
や
論
理
が
壁
に
ぶ
ち
当
り
終
着
駅
に
達
し
た
時
、
実

は
そ
こ
か
ら
非
合
理
の
宗
教
が
始
発
す
る
の
で
あ
る
。
理
性
や
論
理
で
処
理
し
得
る
も
の
を
非
合
理
的
宗
教
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ

と
は
迷
信
で
あ
る
。
宗
教
は
理
性
や
論
理
、
科
学
、
塩
化
等
が
処
置
し
得
な
い
世
界
を
処
置
す
る
独
特
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
逆

に
宗
教
も
亦
万
能
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
宗
教
さ
へ
あ
れ
ば
他
は
一
切
不
用
で
あ
る
、
が
如
き
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
も
迷
信
で

あ
る
。
宗
教
と
文
化
、
合
理
と
非
合
理
と
は
、
人
間
の
理
想
実
現
の
た
め
の
二
つ
の
大
き
な
力
で
あ
り
、
両
者
は
目
的
や
理
想
を
一

に
し
つ
な
が
ら
も
、
取
扱
う
領
域
、
分
野
と
、
そ
れ
を
処
置
す
る
万
法
に
於
て
、
全
く
異
る
独
特
固
有
の
働
き
を
有
す
を
も
の
で
あ



る
。
次
に
、
オ
ッ
ト
ー
の
主
張
の
中
で
戦
懐
と
秘
義
の
要
素
と
し
て
列
挙
し
た
、
畏
怖
、
尊
厳
、
力
、
　
そ
し
て
、
全
く
愚
な
る
も

の
、
魅
惑
す
る
も
の
等
の
表
現
思
想
も
亦
、
浄
土
教
思
想
信
仰
に
も
該
当
す
る
内
容
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

機
の
深
信
に
あ
っ
て
は
、
極
言
に
ま
で
卑
下
し
、
自
己
を
無
に
ま
で
謙
虚
に
す
る
と
同
時
に
、
如
来
、
願
力
に
向
っ
て
は
、
こ
れ
を

あ
く
ま
で
も
尊
厳
な
る
も
の
、
力
あ
る
も
の
、
そ
し
て
、
全
く
本
質
を
異
に
す
る
他
な
る
も
の
、
而
も
そ
れ
が
人
聞
に
と
っ
て
甚
だ

魅
惑
的
の
も
の
、
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
、
と
云
う
点
は
法
の
深
信
の
内
容
と
し
て
も
、
極
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

五
　
結

論

　
既
に
私
は
善
導
大
師
の
深
信
、
機
法
二
種
の
深
信
の
意
義
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
伝
統
的
解
釈
、
批
判
的
解
釈
、
更
に
は
欧
米
学
者

の
宗
教
論
と
対
比
し
て
、
二
種
深
海
の
中
に
現
わ
れ
て
い
る
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
も
論
述
し
た
。
全
く
相
異
る
機
法
の
二
種
が
一

具
の
信
相
で
あ
る
と
主
張
す
る
宗
学
の
立
場
、
こ
れ
に
反
し
て
走
法
は
絶
対
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
と
こ

ろ
に
浄
土
教
の
本
質
が
あ
る
と
批
判
す
る
立
場
は
、
調
和
し
得
ざ
る
二
つ
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
立
場

と
の
関
連
に
而
て
、
二
種
深
信
の
中
に
現
わ
れ
た
宗
教
の
本
質
理
解
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
述
べ
て
こ
の
小
論
の
結
論
と
し
た
い
の

で
あ
る
。

　
ω
　
人
間
性
自
体
の
中
に
は
動
物
性
、
悪
魔
性
と
霊
性
と
か
神
性
と
云
わ
る
る
も
の
が
同
在
し
て
い
る
。
時
に
は
人
間
は
動
物
性

や
悪
魔
性
に
引
き
づ
ら
れ
て
、
神
性
や
霊
性
を
全
く
有
せ
ざ
る
が
如
き
言
動
を
な
す
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
間
性
の
中
に
は
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「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

宗
教
否
定
性
と
宗
教
肯
定
性
と
を
含
有
し
て
い
ろ
。
機
の
馬
指
に
於
け
る
「
，
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
「
常
没
流
転
」
「
無
為
出
離
之
縁
」

は
、
正
し
く
人
間
性
の
中
の
動
物
性
、
悪
魔
性
で
あ
り
、
宗
教
否
定
性
で
あ
る
。
法
の
深
信
に
於
け
る
「
如
来
の
願
力
」
に
乗
托
し

て
「
往
生
」
せ
ん
と
す
る
は
、
人
間
性
の
中
の
母
性
、
神
性
で
あ
り
、
宗
教
肯
定
性
で
あ
る
。
　
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
二
元
的
対

立
、
闘
争
こ
そ
人
間
性
そ
の
も
の
の
実
存
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宗
教
否
定
性
が
函
数
肯
定
性
に
転
ず
る
た
め
に
は
、
勇
気
と
決
断
と
撰

択
が
必
要
で
あ
る
。
如
来
の
本
願
を
撰
択
す
る
が
、
常
没
流
転
、
無
有
出
離
之
縁
と
し
て
の
煩
悩
業
の
宗
教
否
定
性
を
撰
択
す
る
か

に
は
、
偉
大
な
る
勇
気
と
堅
固
な
る
決
断
と
、
賢
明
な
る
二
者
択
一
が
必
要
で
あ
る
。
信
仰
と
は
正
し
く
こ
の
勇
気
、
決
断
で
あ
り

撰
択
で
あ
る
。

　
②
　
国
法
二
種
深
目
は
実
に
無
有
出
離
之
縁
な
る
機
が
法
を
撰
択
す
る
勇
気
で
あ
り
決
断
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
と
し
て
の
如
来
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と
本
願
が
逆
に
機
を
撰
択
す
る
勇
気
で
あ
り
決
断
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
大
い
な
る
悲
し
み
と
は
ま
こ
と
に
こ
の
勇
気
と
決
断
の
外

に
は
無
い
筈
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
機
は
法
を
求
め
、
法
は
機
を
求
め
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
と
の
事
実
こ
そ
、
法
界
、
真
理
実
相
で

は
な
か
ろ
う
か
。
苦
悩
と
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
常
没
流
転
の
衆
生
は
、
正
覚
者
と
し
て
の
苦
悩
迷
妄
．
な
き
仏
を
求
め
ず
に
は
居
ら
れ

な
い
。
逆
に
、
仏
は
衆
生
を
求
め
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
二
者
は
二
つ
で
一
つ
、
一
つ
で
二
つ
で
あ
る
。
　
「
絶
対
矛
盾
の

自
己
同
一
」
と
考
え
ら
れ
、
　
「
逆
対
応
」
と
も
味
わ
え
よ
う
。
衆
生
と
仏
と
が
二
つ
で
一
つ
、
一
つ
で
二
つ
と
の
信
仰
、
体
験
は
、

オ
ッ
ト
ー
教
授
の
云
う
「
秘
義
」
で
あ
り
、
理
性
や
論
理
を
は
る
か
超
え
た
彼
岸
の
世
界
で
あ
る
。
信
仰
は
実
に
秘
義
の
体
験
で
あ

り
非
合
理
の
味
識
で
あ
り
、
不
可
思
議
の
信
解
で
も
あ
る
。
機
と
法
と
が
別
々
の
も
の
か
、
一
つ
の
も
の
か
、
と
の
論
議
こ
そ
極
わ

め
て
「
非
宗
教
的
」
で
あ
っ
て
、
　
「
深
聖
目
深
く
信
ず
る
心
」
と
は
、
二
つ
の
事
実
が
一
つ
に
な
り
切
り
、
一
つ
が
二
つ
に
な
り
切



る
と
云
う
「
根
本
事
実
」
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
深
く
信
ず
る
心
と
し
て
の
深
心
の
中
味
を
分
析
す
れ
ば
二
つ
に
な
る
。
そ
の
二
つ

と
は
機
の
黒
垂
と
法
の
深
信
で
あ
る
。
併
し
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
が
非
合
理
、
不
可
思
議
、
秘
義
の
体
験
を
通
お
し

て
、
　
「
二
つ
が
一
つ
、
一
つ
が
二
つ
」
の
「
実
感
」
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
時
こ
そ
、
そ
の
実
感
が
善
導
大
師
の
云
う
「
深
心
」
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
機
法
は
永
遠
の
平
行
線
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
同
時
に
又
、
こ
の
二
つ
は
安
易
に
結
合
さ
れ
て
は
な
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ち
な
い
。
宗
教
は
常
に
「
実
感
」
で
あ
り
、
こ
の
体
で
経
験
す
る
こ
と
、
ぎ
り
ぎ
り
せ
つ
ま
っ
た
場
で
の
飛
躍
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
　
宗
教
学
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

（13）　（IZ　al）　（10）　（9）　（8）　（7｝　C6）　（5）　｛4）　（3）　（2）　｛1）

印
度
の
龍
樹
、
天
親
、
中
国
の
曇
驚
、
道
繹
、

普
賢
大
円
、
真
宗
概
論
、
一
五
三
頁
。

玄
義
分
、
序
分
義
、
定
善
義
、
散
善
義
。

散
善
義
、
四
丁
。

往
生
礼
讃
、
二
丁
。

撰
択
集
上
巻
、
四
四
丁
。

六
要
紗
、
一
三
丁
。

二
巻
紗
下
巻
、
五
丁
。

易
行
品
、
十
丁
。

論
註
下
巻
、
一
六
丁
。

大
原
性
実
、
浄
土
教
の
中
心
聞
題
、
一
四
頁
。

同
上
。

教
行
信
証
信
巻
三
本
、
二
一
丁
。

「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質

善
導
、
日
本
の
源
信
、
夏
空
。

二
七
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一，

�
岦
[
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質

二
巻
砂
下
巻
、
五
丁
。

信
巻
三
本
、
七
丁
。

撰
択
集
上
、
三
四
－
五
丁
。

小
山
法
城
、
真
宗
法
義
示
談
集
第
二
集
、
六
五
－
六
頁
。

聖
典
講
讃
全
集
第
十
巻
、
藤
永
清
徹
、
散
善
義
、
二
二
頁
。

同
上
、
二
三
頁
。

鈴
木
法
深
、
真
宗
綱
要
、
一
二
四
頁
。

前
田
慧
雲
、
真
宗
問
答
、
三
八
一
三
九
頁
。

普
賢
大
円
、
真
宗
概
論
、
一
五
三
－
四
頁
。

青
木
敬
麿
、
善
導
和
尚
、
一
六
五
頁
。

同
上
、
一
六
六
頁
。

青
木
敬
麿
、
念
仏
の
形
而
上
学
、
一
三
八
頁
。

同
上
、
一
六
ニ
ー
三
頁
。

武
内
義
範
、
教
行
信
証
の
哲
学
、
一
〇
一
頁
。

田
辺
元
、
餓
悔
道
の
哲
学
、
ご
六
七
頁
。

同
上
、
二
六
七
頁
。

同
上
、
二
八
三
頁
。

同
上
、
二
八
三
頁
。

同
上
、
二
六
八
頁
。

宗
教
学
要
論
、
浄
土
教
批
判
、
浅
き
は
深
き
な
り
。

浄
土
教
批
判
、
一
一
一
頁
。
浅
き
は
深
き
な
り
、
七
四
頁
、

浄
土
教
批
判
、
一
一
四
頁
、
浅
き
は
深
き
な
り
、
八
○
頁
。

浄
土
教
批
判
、
一
一
六
頁
。

一
五
〇
頁
。

二
八



㈲
　
同
上
、
↓
一
〇
一
↓
一
一
頁
。

㈱
　
同
上
、
一
一
一
頁
。

㈲
　
同
上
、
一
一
四
－
五
頁
。

㈲
　
同
上
、
一
一
六
頁
。
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口
・
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・
冒
霞
①
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三
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。
℃
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マ
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幽
　
O
・
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・
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お
い
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げ
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団
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げ
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づ
q
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謹
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。
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閑
。
牒
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昌
（
菅
円
吉
訳
）
唱
・
話
占
ω

働
．
＆
ミ
甲
や
ω
O
l
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叫
国
・
∪
霞
閃
げ
①
一
ヨ
W
い
①
の
悶
。
㎏
舅
①
。
・
日
。
ヨ
自
ロ
鉱
「
o
ω
9
冨
≦
o
園
。
＝
σ
Q
h
窪
g
・
o
’
℃
』
O

閲
§
劉

㈹
＆
ミ
陰

oo

?
ﾚ
・

⑱
．
ミ
糺
．

㈲
ぐ
弔
・
一
p
日
①
ω
…
↓
プ
①
＜
貫
8
自
①
ω
o
h
閑
。
＝
α
q
δ
器
国
×
℃
①
ユ
。
昌
8
。
。
・
マ
Q
。
一

㎜…

ｫ
ミ
・
℃
』
O
G
。

㈹
．
§
賊
●

㈱
§
職
・

岡
図
・
○
江
。
．
。
。
U
塁
国
。
邑
α
q
o
（
「
コ
㎝
．
笥
雪
。
。
璽
）
切
団
』
。
～
く
。
＝
ρ
円
く
。
質
フ
↑

勧
き
ミ
・
や
q

㈲
＆
ミ
・
や
H
O

㈲
き
ミ
．
℃
」
ω

働
§
タ

㈱
き
ミ
・
や
悼
O
－
2

働
　
論
註
下
、
三
五
丁
、
無
量
寿
経
上
、
第
二
十
二
願
。

　
「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
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